
令和５年度 体協ニュース 

 

令和５年 10 月 26 日(木) 板橋区立志村コミュニティホールにて「第 48 回 板橋区・高島平ロードレース

報告会」が開催されました。 

１：主催者挨拶  司会・中村 省三総務部長 

(公財)板橋区体育協会 加藤 勝一会長、(一社)板橋区陸上競技協会 豊泉 和男会長からご挨拶をいただき 

ました。 

２：報告会   進行・山口 高史事業部長 

＊全体報告 (公財)板橋区体育協会 山口 高史事業部長から報告がありました。 

＊各部報告 各部責任者(実行委員会各部長)からの報告がありました。 

＊警備報告 走路の安全確保等を行った警備会社から報告がありました。 

＊運営報告 本大会の公式記録等を担う事業者から報告がありました。 

＊各項目意見交換 大会準備・運営等に携わった方々からのご意見をいただきました。 

３：懇親会 

 ＊乾杯 髙澤 誠副会長のご発声で懇親会がスタートしました。 

 ＊懇談 和やかな雰囲気のなか、次の大会に向けた意見交換などで話が盛り上がりました。 

 ＊中〆 安田 満雄専務理事の挨拶で、中〆となりました。 
 

意見・反省・要望・感想等 

・4年ぶりの大会として、競技全体については大きな問題はなかった。 

・迂回コースを設けたことで、想定よりも遅い選手とﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰとが交差する状況となった。 

・招待選手の川内優輝さんにはファンランやトークショー、抽選会などで多大なご協力をいただいた。 

・ハーフマラソン以外の種目への参加申込者数が少なかった。 

・ファンランへの参加者数が少なかった。今後、参加者数を増やしていきたい。 

・高島三中ﾌﾞﾗｽﾊﾞﾝﾄﾞ部にご協力いただき、大会が盛り上がった。 

・救護ﾃﾝﾄをﾌｨﾆｯｼｭ付近に設置し、医師の待機等前回の反省点を改善した。 

・警備に関しては今後修正する点も確認されたが、大きな事故等なく、無事終了した。 

・規制解除は全部終了してランナーの安全確保をしてから解除するよう、高島平警察署から指示があった。 

・ランナーの切れ間が無く連なってしまったため、路線バスの運行に支障が出てしまった。 

・給水所の数が変更となったことを把握していない参加者がいた。 

・人通りが多い場所には走路員の数を増やす等、適正な人員配置を再検討して欲しい。 

・一般車のコース内進入・走行等に対し、安全に運営するための対応を再確認していく。 

・駐車場での大きな問題はなかった。  

(写真：加藤 章・文：浅賀公子) 
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